
－ 176－

■講義内容■

　世界の経営学をリードしているアメリカ経営学とドイツ経営学の理論的 ･ 経験的研究の最先端の基本的
成果を正しく理解し､ その関連で日本の企業の諸問題を全般的に検討することを目的とする｡ 講義におい
ては､ 上記の双方の言語圏の経営学において議論されていることを学習し､ どこに困難性があるかを見い
出し､ 意見の相違に関心を向ける｡ すなわち､ 今日の問題状況を検討する｡ この目的のために､ ディベー
ト中心の授業を進める｡ その際､ 受講生は自分の思うところを正しく述べ､ 相手の意見に注意深く耳を傾
け､ 全体の特徴をパッとつかまえ､ 斬新にして手堅く主張するよう希望したい｡

■シラバス■

＜科目のねらい＞
　企業は一国の経済の成長と繁栄の原動力である｡ 受講生が企業という経営学の認識対象を正しく理解す
ることを目的とする｡
＜科目の内容＞

プロパティ ･ ライツ理論
この理論が基づいている 4 つの要素､ すなわち､（1）個人的効用最大化､（2）プロパティ ･ ライツの存在､

（3）取引コストの存在､（4）外部効果の発生について検討 ･ ディベートする｡
取引コスト理論

　取引コストの分析のプロセス､ すなわち､ 交換関係の特異性 ･ 不確実性の度合を確かめた後で､ それぞ
れの取引の雰囲気を背景にして､ そこに予期される取引の頻度を検討し､ ノウハウと資本の利用可能性を
考慮して､ 取引コストが比較的わずかになるような調整形態を選択するプロセスについて検討 ･ ディベー
トする｡

　プリンシパル－エージェント理論
　この理論の重要な要素､ すなわち､ プリンシパルとエージェントの関係､ エージェンシー ･ コスト､ 情
報の非対称性の類型及びプリンシパルとエージェントの関係の組織デザインの可能性として適切な制度的
統合形態を探し出すことについて検討 ･ ディベートする｡

　契約の理論
　上記の 3 つの理論との関連で､ 古典派契約､ 新古典派契約及び関係契約について検討 ･ ディベートす
る｡

　企業家精神
　市場のプロセスにおける企業家精神の重要性との関連で､ イノベーション ･ 調整 ･ 裁定機能について検
討 ･ ディベートする｡

　企業組織
　企業組織についてのさまざまな見方と根本原則としての分業､ 交換､ 付加価値及び調整とモチベーショ
ン等について検討 ･ ディベートする｡

　市場と組織
　社会的抑制力のシステムと社会的発展のシステムの側面を検討 ･ ディベートする｡

　コーポレート ･ ガバナンス
　今の日本 ･ アメリカ ･ ドイツの企業統治システムを比較することに焦点を当てて検討 ･ ディベートす
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る｡
　企業のモジュラー化

　市場志向的に財 ･ サービスを生産する全体的プロセスというモジュラー化の考え方について検討 ･ ディ
ベートする｡

　共生とネットワーク
　企業は自社の仕事を成し遂げる上で､ 法的 ･ 経済的に独立した他企業を取り込んで強く提携していく傾
向について検討 ･ ディベートする｡

　新しい制度派経営学
　制度（たとえば､ 契約 ･ 組織､ 構造､ 言語及び貨幣）が人間行動に及ぼす影響､ 効率的デザインや進化
的発展の可能性及び制度の合理的デザインについて検討 ･ ディベートする｡

　テレワークと仮想企業
　どんどん進められている場所の解体及び財 ･ サービスの生産の組織形態に対するそれの重要性とインプ
リケーションを検討 ･ ディベートする｡

　人的資源の新しい役割
　組織のなかの人間の成果の範囲を拡大するためのさまざまなアプローチについて検討 ･ ディベートする｡

　全講義内容の総括
　定期試験
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